
※本事業における「地域」とは、市町村又はそれらの
広域連携を示す。

脱炭素化の考え方資料１－２

本事業における「地域※脱炭素」とは

1. 地域における温室効果ガス

排出量の削減「実質ゼロ」

2. 脱炭素の実現のみならず

地域課題の解決にも寄与

3. 以下のことを考慮

○ 環境の保全

○ 経済の活性化

○ 健康で快適な暮らし

北海道の課題や優位性

課 題 優位性

・送電網の脆弱性

・電力系統の規模が小さく

調整力が弱い

・広域分散、積雪寒冷 など

・広大な森林

・太陽光や風力、バイオマス、

地熱など全国トップクラスの

再エネポテンシャル など

これらを踏まえた施策の推進
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削減後の排出量から森林吸収量を差し引いた値がゼロ

以下となることで実質排出量ゼロを達成！


